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概 要 
         自然生態系を活用した閉鎖性水域の水質浄化を目指し、湖山池を実験対象として研究した。その手法
は、水質浄化に湖岸の稙生帯等の生態系を活用し、湖内環境微生物との相互作用の強化である。そのため県水質
浄化試験施設にヨシ植生帯や多機能性微生物付着担体を充填したモデル水路を作り、湖水を年間を通して連続通水
し、窒素、リン、COD等の水質汚濁物質の浄化性能を追跡しつつ、水路内土壌の微生物集団の菌叢解析を行い、水
路の水質浄化性能とそれにかかわる微生物集団（ニッチ）との関係を調べ、最適な浄化システムの構築をめざした。
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研 究 内 容 

応 用 分 野 

閉鎖性水質汚濁湖沼の水質改善並びに流域環境の改善 

担体
充填

自然生態系を活用した水質浄化
ヨシ群落の現状と改善策

ヨシ群落

湖水
流入

湖水

改善策：
根と湖水を
接触させるため
担体を充填

効果： 
1. 栄養分吸収

力の増大 

2.ヨシ根圏
微生物の
活性化と
担体付着
微生物の
活用 

解決策 その1 

解決策 その2 

自然に自生
するヨシを再現

担体 (Nextone α)
を充填+ヨシを植栽

作製した実験水路の構造
＜水路1＞ ＜水路2＞ ＜水路3＞ ＜水路4＞

ヨシ

担体のみ
水面より高く充填
(Porous α)
2014年10月より
運転

ヨシ植栽水路に担体
を充填(Porous α)
2015年4月ヨシ植栽
同8月担体充填

湖水の流れ 底泥 湖水 担体

水路4   水路3 水路2 水路1 水路2水面 水路3上面 水路4上面

水路の構成：全長7.6m、高さ0.6m、幅0.5m 

通水方法：湖水をポンプアップして水路の一方の端から流入
させ水路内を通過させる。通水量は4～6 L/min 

PCR後の水質浄化菌体量(相対値 2014年-2016年)  
水質浄化に関与する硝化細菌、硝化古細菌、脱窒菌、アナモックス細菌、リ
ン蓄積細菌の存在が確認できたが、その存在量は季節はもとより水路間で
違いがあった。水路1から水路4の全体を見ると秋に最も多く存在した。 

各水路の水質浄化性能の結果(2014年度からの年間平均値)  
水質浄化性能が年間を通して高いのは水路1と水路4であり、 

特に窒素の除去に優れていた。 

2014年-2016年の各水路菌叢解析結果  
水路ごとに菌叢の違いがあることを確認し、水路1では嫌気性菌が多く検出さ
れた。水路4では好気性菌、嫌気性菌共に多く検出され、菌叢のバランスが良
かった。この豊富な菌叢が良好な水質浄化の背景にあると思われる。 
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発泡性再資源化ガラス

多機能性担体の概念図
多孔性担体の機能

•硝化・脱窒菌の共存のための好気相と無酸素相の創出

•アナモックス菌の生育環境を整えるための絶対嫌気領域の創出

•リン蓄積菌のためのあいまい好気-嫌気相の創出

担体の材料

•発泡再資源化ガラス:各微生物種間の生物学的ニッチの創出に好適

ヨシと担体を組
み合わせた水質
浄化護岸の設置
例 

研究のながれ

・条件の異なる4つ水路の水質浄化性能の追跡

＜試験水路の性能解析：月2回程度＞

＜水路土壌内の菌叢解析：春・夏・秋・冬＞

・PCRによる水路内の浄化細菌解析
・クローニング法による菌叢解析

水路内に存在する水質浄化に関与する特定細菌や
水路内菌叢分布及びそれらの季節変化の把握

水路の水質浄化性能と微生物ニッチ・
菌叢特性との関連性の解明
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